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and Christensen，1980）。しかし、そのためには、継続調査する調査区が空間的に連  









ものであったため、群落を構成する種個体群の動きに言及できなかった。   




一22一   
調査地と方法  










右図の太線は調査されたベルト・トランセクトである。   








一23－   
調査区ごとに、出現する維管束植物の被度百分率を測定した。これらの調査は2009年  
8～9月に行った。  
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図2ベルト・トランセクトに沿った地形断面図（上）と調査区番号（下）   
距離はベルト・トランセクトの南端からの距離である。高さはベルト・トランセクト   
の南西端をOmとした場合の比高で表されている。  
データ解析   




























となっていた。   
次に、DCA法を用いて調査区を序列化した結果を図3に示した。これによると、野  
外における空間的な位置と調査年に従って、調査区がかなり明瞭な集団を作っていた。  
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年崩壊地上にあるAとBのグループは、第1軸に沿って C、Dグループ に近づいて  
はいるものの、第2軸に沿った動きがC、Dグループより大きかった。特にBグルー  
プは第2軸に沿って大きな動きを示しており、このグループの組成上の位置が C、D  











表1各調査区グループにおける出現植物の種類数、量、および群落多様度   
A～Dは調査区グループ名、括弧内は調査区番号である。H，はShannon－Wienerの多様度  
指数である。  
A（1－5）  B（6－11）  C（12－14）  D（15－18）  
種数 総被度（％） H’ 種教 練被度（％） H’ 種数 総被度（％） H’ 種数 総被度（％）H’  
1989 10．4019．79  0．55 18．67 43．16  0．9118．67137．55  0．73 21．75 126．34 0．61  
2009 17．40159．00  0．77 23．50199．78  0．92 26．33 235．28 1．00 26．00 251．41 0．99  




な変化がなかった（図4－a）。   
一方、これらの広域分布する種以外の植物は3つの型に大別された。はじめに、シ  
ラタマノキ、アカモノ、ススキなどの種は、1989年の調査時に1954年崩壊地と1888  
－26－   
表 2 各種の占有面積と分布の変動  
占有面積とは、調査されたベルト・トランゼクト（面積450m2）において各種  
のキャノピーが占める面積である。分布の25，75パーセンタイル値および中央  
値は、それぞれベルト・トランゼクトの南端からの距離で示されている。   
1989 2009  
／ ン ／ ／  
占有醐等中央値等占有醐等議中央値等詣  
183．72   30．66 60．42 76．46  
7．22   35．46 49．04 5l．13  
3．76  5．03  6．29  23，93 25．53 27．13  
17．96 52．78 57．62  15．6S 19．93 33．33  
160．99  10．76 26．50 36．49  
l．86   20．73 23．97 50．63  
7．89   63．43 65．40 67．37  
5．77   78．10 SO．16 82．22  
78．24 79，66 81．08  
82．73 84．32 85．91  
－   72．50   －  
17．10   22．11 31．12 50．24  
14．45 16．40 48．04  
1．99   38．37 40．12 46．87  
26．87   32．72 37．96 41．92  
9．39  18．39 22．1＄ 44．41  
0．52   35．81 43．78 45．64  
0．45   32．61 34．24 35．87  
13．64   38．07 42．30 48．93  
38．49   40．85 49．27 61．43  
88．72   53．00 67．50 79．41  
2．88   74．79 78．75 81．63  
1．63  
－   87．50  －  
0．94 －87．50－  
2 
鯛低木 22・7832・6935・57 
チゴ 。5  
43．79  15．73 58．30 67．46  
2．58  13．97 32．74 49．56  
0．40   2．50  2．50  2．50  
0．21 11．75 23．96 25．73  
1．28  17．50 17．50 17．50  
l．20  －  37．50  －  
0．55   44．57 46．63 51．91  
20．65  （和．04 78．42 83．37  
1．25   50．37 55．96 66．48  
11．24   66．10 73．10 SO．O1  
6．03   60．14 71．04 82．00  
0．97   68．22 69．71 71．20  
l．82   5S．60 83．23 85．36  
1．49   57．55 60．53 82．53  
58．61  4l，68 50．37 57．19  
4．16   44．61 67．22 81．14  
5．78  50．32 62．37 66．72  21．31  35．86 52．26 65．94  
－  72．50  －  14．S7   47．21 62．73 76．00  
0．53  67．26 70，80 8l．04  ．75   55．12 67．50 80．00  
0．09  －  67．50  －  2．10   54．54 56．57 60．37  
－27－   
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図4 各種個体群の分布変動  
距離はベルト・トランゼクト南端からの距離を示している。灰色で示した55m～90mの   
部域は1888年泥流上にある。A～Dは調査区グループ名を表しており、それぞれの位置す   



































































Callaway andⅥねIker，1997；Callaway，1998）、そこは遷移進行の核（Yarranton and  
Morrison，1974；DelMoralandL．C．Bliss，1993）となる。その結果、1888年泥流上の  
アカマツ林を縁取るように形成された林の占有域が、1954年崩壊地の中心部方向に拡  
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